
                          令和６年度シラバス（国語）    学番 68 新潟県立高田南城高等学校 
 
 

教科（科目） 国語（現代の国語） 単位数 ２単位 学年（コース） １年次必履修 

使用教科書 『高等学校 新編現代の国語』(第一学習社) 

副教材等 『５訂版 常用漢字オールクリア』（尚文出版） 
 
１ グラデュエーション・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー 

グラデュエーション・ 

ポリシー 

卒業までにこのような資質・能力を育みます 

① 自他を大切にできる豊かな心やコミュニケーション能力を育成します。 

② 勤労観を身に付け、自立し、地域社会に貢献できる人材を育成します。 

③ 社会の変化に適応できる人間性と幅広い学びにチャレンジする精神を育成します。 

カリキュラム・ 

ポリシー 

資質・能力を育成するため、このような教育活動を行います 

① 少人数制授業や授業における学びのユニバーサルデザイン化を図るとともに、ICT

等を活用しながら基礎・基本の学びを展開し、個に応じた指導を行います。 

② 二人担任制や充実した教育相談体制により、社会への適応力や規範意識醸成のため
に生徒に寄り添った生徒指導を実践します。 

③ 自他を尊重し、よりよい人間関係を築くことで協働的に学び合う学習に取り組みま
す。 

④ 地域と連携したキャリア教育を充実させるとともに、個別最適な学びにより、生徒
一人一人の進路指導を行います。 

 
２ 学習目標 

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成

することを目指す。 

(1) 実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。 

(2) 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の

思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。 

(3) 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手と 

しての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。 

 
３ 指導の重点 
① 基本的な言語事項の習得を重視し､特に常用漢字の確実な習得を目指します｡ 

文章を的確に理解した上で、自分の考え方を確立させることを目指します｡  

② さらにそれらを的確に表現し､積極的に他者とのコミュニケーションを図る態度を育てます｡ 

 
４ 評価の観点の趣旨 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
・実社会に必要な国語の知識や技能を

身に付けている。 
・「話すこと・聞くこと」、「書くこ

と」、「読むこと」の各領域において、

論理的に考える力や深く共感したり豊か

に想像したりする力を伸ばし、他者との

関わりの中で伝え合う力を高め、自分の

思いや考えを広げたり深めたりしてい

る。 

・言葉を通して積極的に他者や社会に

関わったり、思いや考えを深めたりし

ながら、言葉がもつ価値への認識を深

めようとしているとともに、進んで読

書に親しみ、言葉を効果的に使おうと

している。 

 
５ 評価方法 
 各観点における評価方法は次のとおりです。 

 知識・技能 a 思考・判断・表現 b 主体的に学習に取り組む態度 c 

評
価
方
法 

・ ペーパーテストの分析 

・ 観察、表現の観察 

・ レポートやワークシート、意見文

､提出物などの内容の確認などから､

評価します｡ 

・ ペーパーテストの分析 

・ 授業中の発言、発表や討論への取組

の観察 

・ レポートやワークシート、意見文､

提出物などの内容の確認 

・ 振り返りシートの記述の分析などか

ら､評価します｡ 

・ 授業中の発言、発表や討論への取

組の観察 

・ レポートやワークシート、意見文

、提出物などの内容の確認 

・ 振り返りシートの記述の分析など

から､評価します｡ 

 
 
 
 
 



６ 学習計画 

月 単元名 

授業時

数と領

域 

教材名 

学習活動（指導内容） 評価

の 

観点 

評価方法 

４ 
新しい出会

い 

Ｃ 

（４） 

「ナマケモノにな

る」辻信一 

・ナマケモノの生き方に対する筆者の捉え方を理

解し、自分に照らして考えを深める。 

・内容や構成、展開を的確に捉え、要旨を把握す

る。 

・文章に含まれる情報を相互に関係づけながら、

内容を解釈する。 

・文章を読み、自分の意見や考えを持つ。 

・常用漢字を文や文章の中で活用する。 

・例示などの修辞を理解する。 

ａ 

 

ｂ 

 

ｃ 

ノート 

（記述の点検） 

ワークシート 

（記述の確認） 

発表の様子 

（行動の確認） 

振り返りシート 

（記述の確認） 

４

５ 

言葉が開く

世界 

Ｂ 

（４） 

「言語としてのピ

クトグラム」本田弘

之 

・ピクトグラムが持つ「言語」としての機能を理

解し、言語表現の多様性について考えを深める。 
ａ 

ｂ 

ｃ 

ノート 

ワークシート 

発表の様子 

振り返りシート 

５ 
話して伝え

る 

Ａ 

（４） 
話し方の工夫 

・話し言葉と書き言葉の特徴を理解する。 

・相手・目的・場面に応じた言葉遣いを理解する

。 

ａ 

ｂ 

ｃ 

ワークシート 

発表の様子 

振り返りシート 

５ 
言葉が開く

世界 

Ｂ 

（４） 

「言葉の海のオノ

マトペ」 

・音声と意味との関係から、言語一般およびオノ

マトペの機能的特徴を理解し、音としての言葉へ

の興味を広げる。 

ａ 

ｂ 

ｃ 

ノート 

ワークシート 

発表の様子 

振り返りシート 

６ 

話して伝え

る 

 

Ａ 

（４） 
待遇表現 

・敬語表現を意識した言葉遣いを理解する。 

・敬語表現が選択される視点を理解する。 

・相手や場に応じた表現を選択する。 

ａ 

ｂ 

ｃ 

ワークシート 

発表の様子 

振り返りシート 

６ 
前期中間考

査 
（１）  

 ａ 

ｂ 

ペーパーテスト 

（記述の分析） 

６ 人間の風景 
Ｃ 

（５） 

「臆病な詩人、街

へ出る」文月悠光 

生き方について考える契機となった筆者の旅を追

体験することにより、世界にはさまざまな出会い

があることを知る。 

ａ 

ｂ 

ｃ 

ノート 

ワークシート 

発表の様子 

振り返りシート 

７ 
話して伝え

る 

Ａ 

（２） 
情報の探索と選択 

必要な情報を探す方法を理解する。 

・情報の信頼性や妥当性の吟味のしかたを理解す

る。 

・情報の探索と選択を実践する。 

ａ 

ｂ 

ｃ 

ワークシート 

振り返りシート 

７ 
書いて伝え

る 

Ｂ 

（４） 

書き方の基礎レッ

スン 

・表記・表現の基本ルールを理解する。 

・接続表現の種類や用法を理解する。 

・比喩などの表現技法を理解する。 

ａ 

ｂ 

ｃ 

ワークシート 

発表の様子 

振り返りシート 

９ 
生活の中の

表現 

Ｂ 

（４） 

法律の改正に関わ

る文章を読み比べ

る 

改正前後の法律文を読み比べて必要な情報を読み

取り、複数の文章を関連づけながら理解したこと

をまとめる。 

ａ 

ｂ 

ｃ 

ワークシート 

発表の様子 

振り返りシート 

９ 
前期期末考

査 
（１）  

 ａ 

ｂ 

ペーパーテスト 

（記述の分析） 

10 
書いて伝え

る 

Ｂ 

（４） 

身近な製品の取扱

説明書を作成する 

・情報を的確に説明する方法を理解する。 

・情報を相手にわかりやすく説明する方法を理解

する。 

・わかりやすい説明をする。 

ａ 

ｂ 

ｃ 

ノート 

ワークシート 

発表の様子 

振り返りシート 

10 

11 
社会と人間 

Ｂ 

（６） 

「弱いロボットの

誕生」岡田美智男 

「関係論的な行為方略」の概要を理解し、自己開

示を中心とした他者との関わり方について考えを

深める。 

ａ 

ｂ 

ｃ 

ノート 

ワークシート 

発表の様子 

振り返りシート 

11 
話して伝え

る 

Ａ 

（４） 

理想の修学旅行を

プレゼンする 

情報を大勢の聞き手にわかりやすく説明するプレ

ゼンテーションの方法を理解し、実践する。 

・効果的なスライドの作り方を理解する。 

ａ 

ｂ 

ｃ 

ワークシート 

発表の様子 

振り返りシート 

11 
後期中間考

査 
（１）  

 ａ 

ｂ 

ペーパーテスト 

（記述の分析） 

12 現代と社会 
Ｃ 

（５） 

「イースター島に

なぜ森がないのか

」鷲谷いづみ 

イースター島の歴史について理解し、筆者が提示

する人類と生態系のあり方について考察する。 
ａ 

ｂ 

ｃ 

ノート 

ワークシート 

発表の様子 

振り返りシート 



12 
話して伝え

る 

Ａ 

（４） 

スピーチで自分を

伝える 

・自分の意見を大勢の聞き手にわかりやすく伝え

るスピーチの方法を理解し、実践する。 

・他の人のスピーチを聞き取り、評価する方法を

学ぶ。 

ａ 

ｂ 

ｃ 

ワークシート 

発表の様子 

振り返りシート 

１ 
書いて伝え

る 

Ｂ 

（４） 

社会に対する意見

文を書く 

自分の経験の中から意見を導き出せるようになる

。 

・意見文の書き方を理解し、実践し、評価する。 

ｂ 

ｃ 

ワークシート 

発表の様子 

振り返りシート 

1 
話して伝え

る 

Ａ 

（４） 

理想の修学旅行を

プレゼンする 

情報を大勢の聞き手にわかりやすく説明するプレ

ゼンテーションの方法を理解し、実践する。 

・効果的なスライドの作り方を理解する。 

ａ 

ｂ 

ｃ 

ワークシート 

発表の様子 

振り返りシート 

2

～

3 

後期期末考

査 
（１）  

 
ａ 

ｂ 

ペーパーテスト 

（記述の分析） 

 
  計 70 時間（50 分授業） 

 
※領域ごとの授業時数合計 

領域ごとの 
授業時数合計 

Ａ 「話すこと・聞くこと」 
22 時間 

B「書くこと」 
30 時間 

C「読むこと」 
14 時間 

 
７ 課題・提出物等 

・単元ごとに漢字や語句など、基礎的な事柄の確認から始めます。 
・『常用漢字オールクリア』を使用し、漢字確認テスト、また定期考査ごとの試験範囲とします。 
・単元ごとに振り返りシートを記入し、提出することになります。休業中の課題は、別途指示します。 

 

８ 担当者からの一言 

「現代の国語」は、実社会に生きて働く国語の力を育成する科目です。必要な言語の知識や技能を身につけ
たり、言葉による見方考え方を働かせたりすることができるように学び合いましょう。授業では、基礎基
本を大切にし、次年度の科目にもつながるように主体的に学びましょう。 

 


